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地域と連携したユーザテストを行うためのポータルサイト構築を目指した
プロトタイプの実装
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概要. 我々は，地域の方々に対するサイエンスコミュニケーションの一形態として，大学での研究におけ
るユーザテストを積極的に活用していく仕組みづくりを目指している．これを実現するために，大学で研
究を行う学生自身が自分の研究を利用する対象ユーザ層を明確化し，対象ユーザを集め，テスト可能にす
るための，地域と連携したポータルサイトを構築することを目指す．本稿では事前調査を行い，これまでの
日本における HCI分野のユーザテストを分析し，プロトタイプ設計と実装を行ったので報告する．

1 はじめに
世の中の科学技術は急速に発展しているが，一般

市民や子どもたちが最先端の科学技術に触れる機会
はいまだ少ない．そこで，サイエンスコミュニケー
ションなどを通じて，大学で行っている最先端の研
究に一般市民や子どもたちが触れる機会を増やすこ
とで，科学技術に対する理解を深めることが期待で
きる．実際に文京区教育センターによる「子ども科
学カレッジ」[1]など，大学の教員が子どもたちに
向けて行うイベントもそれぞれの区市町村で展開し
ている．一方で，サイエンスコミュニケーションの
みを目的としたイベントを頻繁に開催することは学
生・教員としてはメリットが少なく，大学の立場と
してはやりづらいのも現状である．
一方，情報分野での研究では，研究を進めるにあ

たって机上や研究室の中で技術開発を行うだけでな
く，開発した技術を利用する人々に研究成果を見て
いただいてフィードバックを得るユーザテストを行
うことが重要である．例えば，子どもが使うシステ
ムを研究するのであれば，実際に子どもに使っても
らいフィードバックを受けることで，よりよいデザ
インに改善していくことができる．しかし，大学に
おける学部生の卒業論文・大学院生の修士論文など
では，対象ユーザとなる方々を集めることは非常に
労力がかかることから，対象ユーザを想定したシス
テムを構築したところまでで卒業論文として終わっ
てしまうことが多い．また，ユーザテストまでたど
り着いたとしても，女子大では女子学生のみのユー
ザテストに，理工学系の研究室では男子学生のみの
ユーザテストにとどまってしまったりしているのが
現状である．また，地域の課題やニーズを理解し，
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それに基づいた研究が行われていても，研究・シス
テムの実装でとどまってしまっており，地域ユーザ
の声を聞く機会とそれを踏まえての改善があれば，
よりよい研究につながるケースが少なくない．
我々は，これらを相互に解決する手段として，地

域の方々に対するサイエンスコミュニケーションの
一形態として，大学での研究におけるユーザテスト
を積極的に活用していく仕組みづくりを目指す．こ
れを実現するために，大学で研究を行う学生自身が
自分の研究を利用する対象ユーザ層を明確化し，対
象ユーザを集め，テストできるようにするための，
地域と連携したポータルサイトを構築する．これに
より，大学の中で常に行われているユーザテストと
いう場を活用して，地域の方々を対象としたサイエ
ンスコミュニケーションをより活発に行うことを目
指す．また，大学生・大学院生にとっては対象ユー
ザを意識した研究・実験・フィードバック・その結果
を踏まえた改善といったサイクルを回すことができ
るようになり，学術研究の促進に加えて，大学生・大
学院生の人材育成にもつながることが期待できる．
本稿では事前調査を行い，これまでの日本におけ

るヒューマンコンピュータインタラクション (HCI)
分野のユーザテストを分析し，プロトタイプ設計と
実装を行ったので報告する．

2 事前調査
CHI2014の全論文 465本のユーザテストについ

て調査した文献 [2]によると，ユーザテストが行われ
ている論文は 90%以上であり，参加者数の最頻値は
12名，半数が 18名未満であったと報告されている．
実施カテゴリは実験 (41%)，インタビュー (10%)，
その他となっている．また，環境は対面 (70%)，リ
モート (20%)である．4分の 3の論文が学生を参加
者として用いたかどうかを報告しており，そのうち
28%は参加者が学生のみであった．
また我々は情報処理学会の第 207 回ヒューマン
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コンピュータインタラクション研究会1で発表され
た全 46本について調査した．91.3%の論文がユー
ザテストを実施しており，参加者数の最頻値は 10
名，半数が 10名以下であった．実施カテゴリは実
験 (83.9%)，アンケートやインタビュー (14.3%)，そ
の他 (1.8%)となっている．環境は，対面 (58.9%)，
リモート (33.9%)，その他または不明（7.1%）であっ
た．参加者が大学生や大学院生に限られているもの
が 24件であり，その結果，年齢層に偏りが見られ
た．特に男女比が男性に偏っているものが多い．一
方で，参加対象者を絞り込んでいる場合（高齢者、
事前知識のある人，知り合い同士など）もあった．
そのほか，謝金，倫理審査，倫理的配慮，被験者の
画像の有無などについて触れられていた．
また，心理学，神経科学，経済学，工学の実験や

調査などの参加情報を掲載した「実験・調査等の参
加情報」[3]がある．このサイトは社会心理学者の上
島氏が個人で運営し，手動で掲載している．研究機
関の保証をするために，名前とその人の所属が確認
できるWebページの URLを必須としていること
が特徴である．年間 12～20名程度の利用であった
が，コロナ禍は 100～200名の登録があった．

3 プロトタイプの設計と実装
我々は自動化を行い，ユーザテストの参加対象者

を広く一般市民を対象として，一般ユーザが使いや
すいインタフェースの設計を目指す．図 1に外観を
示す．以降，大学でのユーザテストを登録する側を
「大学ユーザ」，ユーザテストに参加する一般市民を
「一般ユーザ」と呼ぶこととする．大学ユーザはユー
ザテストを行いたい内容を精査し，項目を入力する．
ユーザスタディ経験が少ない場合であっても，入力
項目を満たすように検討することで，一般ユーザを
募集する際に伝えるべき項目が精査され，ユーザテ
ストを設計しやすくなるような仕様を目指した．こ
こで入力すべき項目は，場所，時間，謝金額等である．
一般ユーザは一覧に出ているユーザテストの中から
参加したいユーザテストを選択して各自応募する．
初期プロトタイプでは大学ユーザ，一般ユーザと

もにログインが必要な仕様とした．過去に募った／
参加したユーザテスト一覧を見ることができるよう
にという配慮からであったが，実装して実際にテス
トをしてみたところ，一般ユーザにとっては毎回ロ
グインをするのは煩わしいということがわかった．
そのため，次プロトタイプではログインをせずに参
加登録ができるような仕様へ変更することとした．
一方で，大学ユーザについては一度登録したユーザ
テストを変更したり，募集を終了したり，以前と同
じユーザテストを再度コピーして再開したりといっ
た仕様のため，ログイン機能を残すこととした．ロ
1 https://www.sighci.jp/events/sig/207

グインにはシステム内にパスワードを記録しないた
め，ワンタイムパスワードを導入した．
実装はLaravel Breeze，React，Inertiaを使用し

て行なった．デザインは，tailwindを使用した．ま
た，データ保存のためにMySQLを使用した．

図 1. 地域との連携を目指したポータルサイトの外観．

4 まとめと今後の課題
我々は大学での研究におけるユーザテストを一般

ユーザが参加しやすくするために、地域と連携した
ポータルサイト構築を目指し，プロトタイプ設計と
実装を行った．
今後は地域に公開して使用することを目指し，プ

ロトタイプシステムを完成させる．また，ポータルサ
イトを長く信頼して使ってもらえるための持続可能
なサイトとするべく，仕組みづくりを検討していく．
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